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以下の評価項目すべてが満たされていると認められるものを合格とする。

＜学位論文の審査に係る基準＞

1．関連分野の国際的な研究動向および先行研究の把握に基づいて、工学における当該研究の意義や位置づけが明確に

述べられているか。

2．工学の発展に寄与するオリジナルな研究成果が、学術論文として発表するのに相応しい量含まれているか。

3．研究結果の信頼性が十分に検証されているか。

4．研究結果に対する考察が妥当であるとともに、結論が客観的な根拠に基づいているか。

5．研究の背景、目的、方法、結果、考察、結論等が博士学位論文に相応しい形式にまとめてあるか。

＜最終試験に係る基準＞

1．（汎用コンピテンス）知能機能システム学位プログラム（後期課程）修了生にふさわしい知の創成力、マネジメント能力、コミ

ュニケーション能力、リーダーシップ力、国際性を身に付けているか。

2．（研究力）知能機能システム分野において先端的な研究課題を設定し、自立して研究を遂行し独創的な成果を上げて国

際的に発表する能力とそのための高度な技術をもつか。

3．（専門知識）工学分野の研究者または高度専門職業人にふさわしい知識と学力、および知能機能システム分野における

先端的かつ高度な専門知識と運用能力を備えているか。

4．（倫理観）工学分野の研究者または高度専門職業人にふさわしい倫理観と倫理的知識、および知能機能システム分野に

関する深い倫理的知識をもつか。

＜学位論文が満たすべき水準、審査委員の体制、審査方法及び項目等＞

博士論文審査委員会は主査１名及び副査4名以上で構成し、主査は本研究群の研究指導教員、副査2名以上は大学院

担当教員とする。なお、主査、副査はすべての審査委員を知能機能システム学位プログラムの教員とするのではなく、他学

位プログラム、他研究群、学外の審査委員のどれかのカテゴリの審査委員を少なくとも1名加える。

博士論文審査委員会は、学位論文の審査に係る基準に従い論文を審査し、合否判定を行う。上記1.～5.の評価項目す

べてについて、学位論文（博士）としての水準に達していると認められるものを、最終（口述）試験を経た上で合格とする。
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 内部進学制度選抜、一般入試、社会人特別選抜によって多様な入学者を選抜する。試験区分にかかわら

ず口述試験を必須とする。

・内部進学制度選抜では、知能機能システム（前期課程）学位プログラムの修了予定者の中から、高い基礎力

と研究力を備え、日本学術振興会特別研究員（DC1またはDC2）への採用または本学位プログラムの早期

修了が見込まれる人材を選抜する。

・一般入試では、一定の研究力およびその他の能力を備え、標準年限での修了が見込まれる人材を選抜す

る。

・社会人特別選抜では、研究力その他の能力に加え、社会人としての実績や経験を評価する。また、在職の

まま修了したい、長期履修制度を利用して標準年限を超えて修了したい、社会人のための早期修了プログ

ラムを利用して1年で修了したい、といった希望に応じたアドミッション・ポリシーで試験を実施し、希望通り

の修了が見込める人材を選抜する。
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